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1 本文
我々は大型レーザーを用いて宇宙の現象を実験室で
模擬する実験室宇宙物理を展開してきた [1]。プラズ
マジェット [2] や無衝突衝撃波 [3, 4]、流体不安定性
[5, 6]等のマクロな現象から、マクロな現象の中のミク
ロな物理としての電子スケールの磁気リコネクション
[7, 8]等を、ナノ秒のいわゆるロングパルスレーザーを
用いて実験的に研究してきた。これらと並行し、ピコ
秒からフェムト秒のショートパルス、高強度レーザー
を用いた相対論的な電子加速 [9, 10] や準相対論的な
イオン加速 [11]、さらにはインジェクションをコント
ロールすることで相対論的なイオン加速を目指した研
究も展開している [12]。また、これら一連の研究を支
える、ターゲット開発 [13]と計測器開発にも注力して
きた。例えば非平衡、非線形、非定常なプラズマを捉
えるための非平衡トムソン散乱 [15]や、核物理や宇宙
線計測で用いられるシンチレータベースの相対論的粒
子計測器の開発も行っている [16]。
これまでに得られた知見を統合し、今後の中長期的
な実験計画として、背景磁場が存在する場合のワイベ
ル不安定性の非線形発展を高強度レーザーを用いて実
現する。このために必要な要素は、準相対論的な対向
プラズマ流を生成することと、これに同期した強磁場
生成、さらに電磁場とプラズマの高時間空間分解計測
である。本講演では、現在我々が進めているグラフェ
ンを用いた高エネルギーイオン生成実験 [11]から、超
短パルスを用いたプラズマのトムソン散乱計測、固体
飛跡 [17]とインフォマティックスを用いたベクトル電
磁場の 3次元再構築、シンチレータを用いた相対論的
な粒子計測 [16]について紹介する。
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